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⑴　どのしせつを調
しら

べようかな
　雨

う

竜
りゅう

町
ちょう

では、わたしたちのまちをも

っと住
す

みやすい豊
ゆた

かなまちにしていく

ために、いろいろなくふうをしていま

す。たとえば、楽
たの

しく遊
あそ

んだり、スポ

１
公
こう

共
きょう

しせつを
調
しら

べよう

メモリアルパークいきいき館パークゴルフ場

子ども交流プラザ（雨竜保育園）

かいぜんセンター

ふれあいセンター雨竜町役場
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ーツや習
なら

い事
ごと

をしたり、コンサートを

開
ひら

くことができたり、体
からだ

を休
やす

めること

ができるしせつがいくつもあります。

たくみさんたちのクラスでは、雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

にどんな公
こう

共
きょう

しせつがあるか調
しら

べる

ことにしました。

駐在所

公民館史跡公園

郵便局

道の駅
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⑵　たんけんたい出
しゅっ

発
ぱつ

　たくみさんたちは、公
こう

民
みん

館
かん

に行
い

くこ

とにしました。

　公
こう

民
みん

館
かん

では、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

の方
かた

にいろ

いろな部
へ

屋
や

をあん内
ない

してもらいました。

<見学メモの取り方>
・ 聞いたこと、見たこ  
　と、感じたことを、  
　後で自分が読める字
　で書く。
・ 大事だと思ったこと
　を書く。

▲教育委員会

▲公民館ホール

▲公民館研修室
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　たくみさんたちは、調
しら

べたことを新
しん

聞
ぶん

のように、わかりやすくまとめました。

　公民館は、まちの人たちが住みよいまちや地

いきをよくするための大切な相談をしたり、ま

ち全体で大きな行事をしたりするところです。

また、いろいろな勉強会や、交通安全のこう習

会なども開かれています。カラオケ、ダンス、

俳
はい

句
く

、大
たい

正
しょう

琴
ごと

、合
がっ

唱
しょう

など様々な会の活動が毎日

行われています。
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⑶「まとめ交
こう

流
りゅう

会
かい

」をしよう
　《まとめ方

かた

のポイント》

・メモしてきたことの中
なか

から、必
ひつ

要
よう

　なもの（じょうほう）をえらぶ。

・一つ一つの内
ない

容
よう

や、見
み

出
だ

しを考
かんが

え

　る。（絵
え

や写
しゃ

真
しん

、イラストなどを入
い

　れてもよい）

・見
み

やすい字
じ

で書
か

く。
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⑷　交
こう

流
りゅう

会
かい

をしよう
　みんなで、かべにはられたほかのグ

ループの新
しん

聞
ぶん

を読
よ

み合
あ

いました。その

後
ご

代
だい

表
ひょう

のグループが、みんなの前
まえ

で発
はっ

表
ぴょう

しました。

　私たちは、学
がく

童
どう

保
ほ

育
いく

で公民館をおと

ずれたことはあるけれど、ほかにどん

な利用のされ方があるのか知りたくて

調べました。正面玄
げん

関
かん

から入ると、左

側に事
じ

務
む

所
しょ

がありました。右側の階段

を上り２ 階に上がると、大ホールがあ

りました。ピアノの発表会のほかに

も、文化祭、成人式の会場にも…

Ａグループの発表

<質問> 　大ホールでは、ほかにどんなこ

とが行われているのか、知ってい

たら教えてください。

<感想> 　一つの部屋のことを、くわしく

調べているので、とてもわかりや

すかったです。
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★町
まち

の地
ち

図
ず

を見
み

てみよう

　雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

の写
しゃ

真
しん

や地
ち

図
ず

を見
み

ると、田
た

んぼが広
ひろ

がり、南
なん

北
ぼく

に国
こく

道
どう

275号
ごう

線
せん

が

はしっていることがわかります。ほか

にはどんなとくちょうがあるか、話
はな

し

合
あ

ってみましょう。

２
まち全

ぜん

体
たい

を
　みてみよう
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西
にし

がわのようす

　遠
とお

くの山
やま

に向
む

かって、少
すこ

しずつ高
たか

く

なりながら田
た

畑
はた

が続
つづ

いています。川
かわ

上
かみ

地
ち

区
く

のおくには暑
しょ

寒
かん

ダムがあり、さら

に山
やま

道
みち

を行
い

くと、暑
しょ

寒
かん

別
べつ

岳
だけ

（1491ｍ）

があります。暑
しょ

寒
かん

別
べつ

岳
だけ

には雨
う

竜
りゅう

沼
ぬま

湿
しつ

原
げん

があり、夏には多くの人々がおとずれ

ます。

▲雨竜沼湿原

▲暑寒ダム
　越流の様子

▼しゅ水とう
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北
きた

がわのようす

　国
こく

道
どう

を北
きた

の方
ほう

に進
すす

むと、追
おい

分
わけ

地
ち

区
く

、

面
おも

白
しろ

内
ない

地
ち

区
く

をすぎるあたりから坂
さか

道
みち

に

なり、両
りょう

がわには木
き

がしげってきます。

さらに行
い

くと恵
え

岱
たい

別
べつ

川
がわ

が見
み

えます。恵
え

岱
たい

別
べつ

川
がわ

の向
む

こうがわは北
ほく

竜
りゅう

町
ちょう

です。

▲恵岱別川（上）と雨竜川（下）
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南
みなみ

がわのようす

　南
みなみ

の方
ほう

を見
み

ると、田
た

んぼが広
ひろ

がって

います。まちの左
ひだり

がわには南
なん

北
ぼく

に、雨
う

竜
りゅう

川
がわ

と石
いし

狩
かり

川
がわ

が流
なが

れています。国
こく

道
どう

を

南
みなみ

に進
すす

み、尾
お

白
しら

利
り

加
か

橋
ばし

をわたると、新
しん

十
と

津
つ

川
かわ

町
ちょう

に入
はい

ります。橋
はし

の下
した

には、

尾
お

白
しら

利
り

加
か

川
がわ

が流
なが

れています。

▲尾白利加川
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東
ひがし

がわのようす

　東
ひがし

の方には田
た

んぼや畑
はたけ

が広
ひろ

々
びろ

と続
つづ

い

ています。鶴
つる

田
た

の沼
ぬま

や丹
たん

羽
ば

の沼
ぬま

があ

り、そこには1999年
ねん

から雨
う

竜
りゅう

小
しょう

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

が植
う

えた木
き

もあります。雨
う

竜
りゅう

川
がわ

と石
いし

狩
かり

川
がわ

が流
なが

れており、江
こう

竜
りゅう

橋
ばし

の南
みなみ

が

わで合
ごう

流
りゅう

して一
ひと

つの川
かわ

になっていま

す。江
こう

竜
りゅう

橋
ばし

の向
む

こうがわは、滝
たき

川
かわ

市
し

で

す。

▲雨竜川

▲鶴田の沼
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⑴　パンフレットづくり
　まりやさんのクラスでは、今

いま

までの

学
がく

習
しゅう

を生
い

かしてグループごとに、雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

のしょうかいパンフレットをつ

くることにしました。

　できあがったパンフレットは、たが

いに読
よ

み合
あ

って感
かん

想
そう

を話
はな

し合
あ

ったり、

ほかの学
がく

年
ねん

の人
ひと

たちや先
せん

生
せい

たちに見
み

て

もらい感
かん

想
そう

をいただいたりしました。

３
遊
あそ

びにおいで
よ、わたした
ちのまちへ
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⑵　まちにある、いろいろな　
　　しせつを使

つか

いこなそう

　改
かい

善
ぜん

センター１階
かい

にある図
と

書
しょ

室
しつ

には、たくさんの本
ほん

があるほ

か、パソコンもおいてありま

す。小
しょう

学
がく

生
せい

や中
ちゅう

学
がく

生
せい

の人
ひと

たちも

利
り

用
よう

しています。

　改
かい

善
ぜん

センターの体
たい

育
いく

館
かん

は、スポーツをする人
ひと

たち

が利
り

用
よう

できるほか、小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

が放
ほう

課
か

後
ご

や休
きゅう

日
じつ

に遊
あそ

ぶこ

ともできます。

　パークゴルフ場
じょう

は、町
ちょう

内
ない

の人
ひと

たちだけではなく、町
ちょう

外
がい

からもたくさんの人
ひと

が

おとずれます。

▲改善センター図書室

▲改善センター

▲パークゴルフ場


